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　合併して早くも２年半が経ち、この間、各種団体等も一
体化が進み、徐々にではありますが、新しいまちづくりが
進展しております。
　さて、平成16年の台風災害は旧西条市と同様に甚大な被
害を受けましたが、復旧工事も順調に進んでおります。ま
た、自主防災組織も自治会長さんのご協力により、旧団体
の中で一番の達成率となっております。
　現在、当市では西条工水の松山市への分水問題が話題と
なっておりますが、水の都西条に生まれ育った私にとって、
新西条市で飲料水に困っているところがあることなど思っ
てもいませんでした。小松町は以前から水源確保に努めて
いますが、地形的に見ても深井戸での水源確保ができない
のが現状であります。今年度も調査を行う予定であります
が、水のありがたさを痛感いたしております。
　また、今年度は念願であった石根公民館の建設や築後約

28年が経過した
小松体育館の大
規模改修を行う
ことといたして
おります。事業
実施時には、利
用者の皆さんに
は大変ご迷惑を
お掛けいたしま
すが、少しの間
ご辛抱をお願い致します。
　支所の職員も39名となり、人事異動で顔なじみの職員
も少なくなりましたが、地域の皆さまと一緒に「新西条
市」のまちづくりに取り組んでまいりますので、よろし
くお願いいたします。

　現在、旧丹原町の区域を管轄する丹原総合支所には総務
課など５課あります。職員数は現在44名、そのうち旧丹原
町の職員は21名で旧西条などから23名が勤務しています。
合併当初は行政組織や職員に異動があり、地域の方々はも
ちろん職員にも戸惑いがありました。
　幸いにも丹原地域には大変良い住民自治組織が備わって
おり、概ね大字を単位として「区長さん」という地域の代
表者の方がいます（現在は連合自治会の組織となって「自
治会長」となっている）。「区長さん」は集落での各種行
事・事業、また、行政との連絡調整、区域の住民を代表し
て意見要望を行うなど、現在も地域のまとめ役として幅広
い活動をされております。地域と行政との連絡調整が円滑
に行なえるのは、この方々のご尽力の賜物であります。丹
原の良い地域カラーとして継続してほしいものです。
　今年度は、総合支所の横に丹原公民館の建て替えが予定

されています。
また、丹原地域
での自主防災組
織がつぎつぎと
結成されており
ます。今年は丹
原全域での組織
結成を願いたい
と考えています。
　これからも丹
原七夕夏まつり等のイベント、地域の伝統行事など、丹原
の良さを継続し丹原地域の活動と魅力あるところを市の内
外に情報発信して、地域の皆さまとともに丹原らしいまち
づくりのため懸命に取り組んでまいりますので、よろしく
お願いいたします。

　東予総合支所を任されて早や２年目を迎えることになり
ました。この１年間、市の基本方針であります地域住民の
「融和」と「一体感」の醸成を図ることを主眼に努めてま
いりました。中でも、立て干し網、夏彩祭、レクレーショ
ン大会、魚・米祭り、文化祭等、管内で開催された大型イ
ベントでは、多数の来場者の方々で賑わい、より多くの住
民の交流が図れたのではないかと思っております。引き続
き本年も昨年以上の成果をめざすとともに、当地域は国内
でも珍しい永納山古代城遺跡やカブトガニ、本谷温泉など
豊かな自然や薫り高い文化に恵まれており、さらに集客産
業の振興に努めてまいりたいと考えております。
　また、最近、東予丹原インターチェンジを中心に西消防
署の整備をはじめ、周辺の形態が大きく変貌しております
が、４月にはＪＲ壬生川駅前にも食の情報発信拠点として
「食の創造館」がオープンいたしました。さらに東予運動

公園内では、
2017年に開催予
定のえひめ国体
も視野に入れ、
合宿トレーニン
グに対応できる
屋内体育施設の
建設も予定され
ております。こ
のように当地域
は確実に変革を遂げております。今後は、これらに即応で
きるしくみづくりを、地域の皆さまとともに知恵を出し合
いながら、一丸となって進めさせていただく所存でござい
ますので、よろしくお願いいたします。
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〒799-1198　小松町新屋敷甲496番地　℡0898ー72ー2111　℻0898ー72ー4048
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　各総合支所管内での身近な出来事や話題などを毎月お知らせするコー
ナーを今月から始めました。第１回は、各総合支所長からの挨拶です。
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